防災センターへ行こう！　開催要項

関西北陸ブロック京滋・奈良エリア
社会的課題推進委員会防災チーム
企画局長　菊川佳央
事務局長　田口行弘

1．概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【開催趣旨】
阪神淡路大震災から23年が経ちましたが、日本では今も多くの災害が起こっています。直近では大阪南部地震の発生や、集中豪雨による水害などの被害が記憶に新しいかと思います。また、台風南海トラフ大地震や首都型直下地震が近いうちに高確率で起こるといわれていますが、大学生協全体の防災に関する取り組みは減少しています。
　関西北陸ブロックという、阪神淡路大震災において甚大な被害を受けた地にて、その激甚災害を振り返り、体験型学習を行うことで、防災の意義や必要性を実感してもらいたく、当企画を開催します。
　前年度、京滋・奈良エリアで開催された「防災センターへ行こう！」企画ですが、今年は関西北陸ブロックに対象を広げ、9月1日（防災の日）に合わせて、多くの参加者に防災の必要性を感じてもらう場とします。

【獲得目標】
・阪神淡路大震災で得られた教訓から防災の意義や必要性を知る。
・自大学で防災活動に取り組む計画を立てる。

【日程】
2018/09/01（土）13:00～17:00

【対象】
関西北陸ブロック全学生委員
（特に防災に関心のある学生委員、自大学で防災の取り組みを広げたい学生委員は歓迎）

【会場】
阪神・淡路大震災記念　人と防災未来センター
〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2

BBプラザ神戸
〒657-0845 兵庫県神戸市灘区岩屋中町4丁目2-7

２．アクセス
【阪神・淡路大震災記念　人と防災未来センター】
・阪神電鉄「岩屋」駅、「春日野道」駅から徒歩約１０分
・JR「灘」駅南口から徒歩１２分
・阪急電鉄「王子公園」駅西口から徒歩２０分

３．内容とタイムスケジュール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	開始時間
	所要時間
	内容
	担当者（仮）

	13:00～
	10
	開会式・事務局諸注意
	

	13:10～
	120
	防災センター体験
	―

	15:10～
	20
	移動・休憩
	―

	15:30～
	75
	ワークショップ
	菊川

	16:45～
	15
	アンケート・地域インフォメーション・写真撮影
	田口



【各時間の内容】
· 防災センター体験
　2時間かけて、防災センター館内を回ります。阪神淡路大震災の実態を画面、ポスター、当時の被災物等から感じてもらうだけでなく、水害等の地震以外の災害についても触れ、考えることで、幅広い防災について触れてもらいます。

· ワークショップ
　防災センターでの体験から、ワークショップを通して、学びの定着を図ります。阪神淡路大震災について改めて考えたことで、防災の意義や必要性を感じてもらいます。また、学んだことを自大学生協での取り組みで活かすために、自大学での取り組み計画を立てます。

４．参加費
参加費無料
※₁交通費は自己負担または会員負担をお願い致します。
※₂昼食は事前にお済ませください。

５．その他
・出欠連絡に関しては専務に確認を取り、防災センターへ行こう！申し込みシートを記入の上、８月20日（月）23:59までに「Keiji.Nara@ma2.seikyou.ne.jp」にお願いします。
・ご質問、お問い合わせは各担当事務局までお願いします。
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